
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20、21 年度 

中期目標の達成状況報告書 

 （別添資料） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 22 年６月 
 

金沢大学
 

 

 

 

 

 

 

 



 

目   次 
 
 
資料１－１ 共通教育の科目区分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

資料１－２ 共通教育科目と専門科目のくさび型モデル図・・・・・・・・・・・１ 

資料２   共通教育の運営体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

資料３－１ 平成 21 年度授業評価アンケート結果 ・・・・・・・・・・・・・・３ 

資料３－２ 平成 21 年度企業に対するアンケート結果 ・・・・・・・・・・・・４ 

資料３－３ 平成 21 年度卒業生に対するアンケート結果 ・・・・・・・・・・・５ 

資料３－４ 平成 20 年度教員に対するアンケート結果 ・・・・・・・・・・・・６ 

資料４－１ 創薬科学専攻修了までのスケジュール表・・・・・・・・・・・・・７ 

資料４－２ 金沢大学大学院改組案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

資料４－３ 平成 21 年度「大学院再編に関する連絡会」開催状況 ・・・・・・・８ 

資料５   平成 21 年度法務研究科授業評価アンケート用紙 ・・・・・・・・・９ 

資料６―１ 外国人留学生大学院特別選抜｢交流促進特別枠」・・・・・・・・・・10 

資料６－２ ベトナム社会主義共和国教育訓練省ベトナム国際教育開発部と 

日本国金沢大学との交流プログラムに関する覚書・・・・・・・・・11 

 資料６－３ 金沢大学海外事務所等一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

 資料６－４ 平成 22 年度自然科学研究科博士前期課程入学者数等 ・・・・・・・13 

 資料６－５ 平成 21，22 年度留学生数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

 資料７－１ 学域共通科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

 資料７－２ 学類共通科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

 資料８－１ 平成 21 年度学長裁量人員配置状況 ・・・・・・・・・・・・・・・15 

 資料８－２ 専任教員と準専任教員について・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

 資料８－３ 複数の系の教員の連携による学域共通科目・・・・・・・・・・・・16 

 資料９－１ 統合認証システムについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

 資料９－２ 全学ポータルの機能イメージ図・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

 資料 10－１ 平成 21 年度ピア・サポーター体制 ・・・・・・・・・・・・・・・18 

 資料 10－２ 「学生サポートガイドブック」編集体制・・・・・・・・・・・・・18 

 資料 11－１ コミュニケーション・プレイス写真等・・・・・・・・・・・・・・19 

 資料 11－２ ラーニング・コモンズ写真等・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

 資料 12－１ 金沢大学学生の表彰に関する申合せ・・・・・・・・・・・・・・・20 

 資料 12－２ 平成 21 年度表彰一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

 資料 13－１ 金沢大学アカンサス・スカラシップ規程・・・・・・・・・・・・・21 

 資料 13－２ 金沢大学授業料免除等選考基準細則・・・・・・・・・・・・・・・21 

 資料 13－３ 平成 21 年度授業料免除実施状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・21 

 資料 13－４ 金沢大学外国人留学生規程に関する申合せ・・・・・・・・・・・・21 

 資料 14   大学会館内バリアフリー設備整備写真・・・・・・・・・・・・・・22 

 資料 15－１ 平成 21 年度就職支援に係る共同学習会開催状況 ・・・・・・・・・23 

 資料 15－２ 就職支援室組織図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

 資料 16－１ 社会人基礎力アンケート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

 資料 16－２ 平成 20，21 年度就職ガイダンス等実施一覧 ・・・・・・・・・・・25 

 資料 17   バンドン工科大学との二重学位プログラム実施に関する覚書・・・・26 

 資料 18－１ 金沢大学学生・留学生宿舎整備計画の基本方針・・・・・・・・・・27 

 資料 18－２ 金沢大学学生・留学生宿舎整備事業の公告・・・・・・・・・・・・27 

金沢大学



 

 

 

 資料 19   アジア人材育成プロジェクト・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

 資料 20   がん研究所の改組案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29 

 資料 21－１ 金沢大学における特任教員制度概要・・・・・・・・・・・・・・・30 

 資料 21－２ フロンティアサイエンス機構における特任教員の外部資金獲得 

状況一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30 

 資料 21－３ フロンティアサイエンス機構における特任教員の受賞状況一覧・・・30 

 資料 22－１ 研究紹介データベース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

 資料 22－２ 金沢大学未来開拓研究公開シンポジウム実施状況・・・・・・・・・31 

 資料 23－１ がん研究所外部評価実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 資料 23－２ 学際科学実験センター外部評価実施状況・・・・・・・・・・・・・33 

 資料 23－３ 大学教育開発・支援センター外部評価実施状況・・・・・・・・・・34 

 資料 23－４ フロンティアサイエンス機構アドバイザリーボード委員会実施 

       状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 資料 24－１ 平成 21 年度重点戦略経費配分等一覧 ・・・・・・・・・・・・・・36 

 資料 24－２ 平成 21 年度プロジェクト事業支援経費配分一覧 ・・・・・・・・・36 

 資料 25－１ 平成 21 年度インセンティブ付与事業費部局配分額一覧 ・・・・・・37 

 資料 25－２ 平成 21 年度自然科学研究科予算配分方針等 ・・・・・・・・・・・37 

 資料 26－１ 電子ジャーナル整備状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

 資料 26－２  学術情報基盤整備計画について・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

 資料 27－１ イノベーション創成センターの概要・・・・・・・・・・・・・・・39 

 資料 27－２ 開発研究促進助成金の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

 資料 27－３ パテントセミナー開催案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

 資料 27－４ 発明評価票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41 

 資料 28   「産学官連携戦略展開事業」概要・・・・・・・・・・・・・・・・41 

 資料 29－１ 金沢市との連携協定の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 

 資料 29－２ 石川県との連携協定の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 

 資料 29－３ 石川県からの寄附講座の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 

 資料 29－４ 石引よろず保健室における取組み・・・・・・・・・・・・・・・・42 

 資料 30－１ 地域連携推進センターの概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・43 

 資料 30－２ 「能登里山マイスター」養成プログラム中間評価結果・・・・・・・44 

 資料 31－１ 平成 20，21 年度特別展実施状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・45 

 資料 31－２ 「キンストレーキ」特別展示関連記事・・・・・・・・・・・・・・45 

 資料 32   平成 21 年度「いしかわ金沢学」実施内容 ・・・・・・・・・・・・46 

 資料 33－１ 平成 21 年度ジョイントクラス開講状況 ・・・・・・・・・・・・・46 

 資料 33―２ 平成 21 年度「国際交流月間」（５月）実施状況 ・・・・・・・・・ 46 

 資料 33―３ 交流協定校等への（夏季）語学研修プログラム参加実績・・・・・・47 

 資料 34－１ 国際協力機構（JICA）から依頼された国際協力事業・・・・・・・・48 

 資料 34－２ 二国間事業共同研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48 

 資料 34－３ 二国間交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48 

 資料 34－４ アジア・アフリカ学術基盤形成事業・・・・・・・・・・・・・・・48 

 
 
 

金沢大学



 



学年 授業科目の配置

専門科目

共通教育科目 （教職科目）

総合科目

テーマ別科目

一般科目

言語科目

基礎科目

導入科目（１年前期に配当）

（出典：独自に作成）

３年

２年

１年

４年

（出典：共通教育機構と共通教育科目の担当等に関する教員マニュアル2009）

資料１－２ 共通教育科目と専門科目のくさび型モデル図

資料１－１ 共通教育の科目区分
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資料２ 共通教育の運営体制
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資料３－１ 平成２１年度授業評価アンケート結果

理工学域全体

実施科目
数 物 科 学 類 ９科目 (対象科目１３科目）
物 質 化 学 類 １３科目 (対象科目１４科目）
機 械 工 学 類 １５科目 (対象科目２０科目）
電 子 情 報 学 類 １３科目 (対象科目１５科目）
環境デザイン学類 １１科目 (対象科目１４科目)
自然システム学類 １９科目 (対象科目２３科目）

計 ８０科目 (対象科目９９科目）

履修者及び回答者数
履 修 者 数 ４，８００名 （実施科目履修者数の総数)
回 答 者 数 ３，８５２名 （実施科目回答者数の総数)

各科目の設問毎の平均値の分布
科目数については，複数クラスで実施した授業科目は各クラスを１科目として集計した。 （８０科目)

１－２
ポイント

２－３
ポイント

３－４
ポイント

４－５
ポイント

２ ： 出席状況 (1:ほとんど欠席←→5:皆出席） 0科目 0科目 0科目 80科目 4.48 ポイント
３ ： 予習・復習 (1:ほぼゼロ←→5:180分以上） 36科目 39科目 5科目 0科目 2.08 ポイント
４ ： 全員の態度 (1:全く良くない←→5:とても良い） 0科目 16科目 63科目 1科目 3.19 ポイント
５ ： ｼﾗﾊﾞｽの目標・ﾎﾟｲﾝﾄ(1:ほとんど役に立たず←→5:とても役立った） 0科目 44科目 36科目 0科目 2.96 ポイント
６ ： 指示ﾃｷｽﾄ類 (1:ほとんど活用せず←→5:大いに活用した） 5科目 27科目 46科目 2科目 2.98 ポイント
７ ： 教官の声 (1:聞きにくい←→5:聞きやすい） 0科目 12科目 46科目 22科目 3.54 ポイント
８ ： 板書･OHP (1:見にくい←→5:見やすい） 0科目 19科目 48科目 13科目 3.36 ポイント
９ ： 説明の仕方 (1:理解しにくい←→5:理解しやすい） 0科目 23科目 46科目 11科目 3.12 ポイント

10 ： 授業理解度 (1:ほとんど理解できず←→5:とてもよく理解できた） 0科目 28科目 52科目 0科目 3.32 ポイント
13 ： 知的興味 (1:全く持てず←→5:とても持てた） 0科目 14科目 64科目 2科目 3.33 ポイント

1 2 3 4 5 計

１： 履修理由
1:必修 2:単位が甘いらしい 3:興味
4:自分に有意義 5:自分（の専門上等)に重要

83.1% 0.5% 3.9% 2.3% 10.3%

14： 設問13で(1)～(3)を選んだ理由 (複数回答可) 312 76 852 430 78 1748
15： 設問13で(4)～(5)を選んだ理由 (複数回答可) 397 44 391 1142 66 2040

平均

平成２１年度前期 理工学域専門科目 授業評価アンケート結果

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.s.kanazawa-u.ac.jp/03admissions/rikou_anketo/anketo-H21zen.pdf）

14:興味が持てなかった理由
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15:興味を持った理由
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調査主体 学生部就職支援室
集計担当 就職支援室 山本 長船

調査方法 Web画面における設問に対する回答（匿名）

実施日程 平成21年11月24日～12月11日

調査対象 本学に業界企業研究会に参加予定企業
調査対象数：294社

業種・職種指標 業種の別は業界・企業研究会参加企業分類に拠った

アンケート趣旨
各企業の求める能力を把握し、在学生の教育に反映させるべく、経済産業省の定める社
会人基礎力※を元に作成した設問へ回答いただくことにより必要な能力要素を抽出す
る。

※社会人基礎力についての詳細は、経済産業省HP を参照
http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.htm

回収結果 回収数 ： １００ 回収率： 約３４％

有効回収数：１００ 有効回収率：約３４％

回答・集計方法 ：各企業で新卒学生に対して求める能力要素を，３６の質問項目につ
いて，「１どちらともいえない」－「２もとめられる」－「３強くもとめられる」の３
段階で各企業の担当者に評定してもらいました。またそれぞれの回答を「１どちらとも
いえない」は１ポイント、「２もとめられる」は２ポイント、「３強くもとめられる」は
３ポイントとしてそれぞれ関連付けられている１２の能力要素に割り振って集計いた
しました。

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/work/motomerujinzaiQ.pdf）

資料３－２ 平成21年度企業に対するアンケート結果

社会人基礎力の１２の能力要素に基づく
企業の求める人材像アンケート集計結果

※集計・分析結果については，下記URL参照

金沢大学

4

http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.htm�


資料３－３ 平成21年度卒業生に対するアンケート結果

（出典：金沢大学工学部第９回卒業生の達成度評価アンケート調査結果報告書，
金沢大学ホームページ：http://www.t.kanazawa-u.ac.jp/engineering/fd_survey/sotugyou/h21/sotu1h21.pdf ）

52 27 24 6 16 17 9 32 316

25 4 8 1 7 7 7 9 14

17 8 7 1 8 40 17 1 7

10 15 9 4 1 6 2 6 1 5

0% 25% 50% 75% 100%

全体

2005年

2002年

1998年

①機械・輸送機器 ②建設 ③電気機器

④電力・電気設備  ⑤コンピュータ・情報機器 ⑥化学工業

⑦繊維・材料 ⑧官公庁・公益法人 ⑨学校・教育

⑩その他

52 27 24 6 16 17 9 32 316

10 8 01 16 8 3 2 6

00 2 0 1 00000

2 0 2 1 5 0000 1

3 0 4 4 6 01 1 3

22 1 201102

13 010100101

9 1 5 01 10100

2 25 0110 25 03

0% 25% 50% 75% 100%

全体

物質化学

情報ｼｽﾃﾑ

電気電子

電気情報

人間機械

機能機械

機械ｼｽﾃﾑ

土木建設

【問１】 あなたが卒業後最も長く所属した勤務先（自営も含む）の業種

図の表示方法について

年別，学科別，業種別，職種別に整理したグラフはすべてパーセント（％）で表示し，グラフ中

の数値は回答数を表す．なお，データ数が少ないケースでは，調査年度による変動が大きく，

定まった傾向を得られないため，分析結果に対するコメントは控えるようにした．

問１の年別・学科別分析

全体の業種の割合は昨年と大きくは変わっていないが，2005年では①機械・輸送機器の割合

が増加している．業種の分布は，昨年までの結果と同様に土木建設工学科では官公庁と建設

関係が，機械系では機械関係が圧倒的に多い．また，物質化学工学科では化学工業関係が，

電気・情報工学科では電気機器関係，コンピュータ・情報機器関係が多い．卒業生は，学科の

ミッションに応じた活躍の場を得ている．

卒業年別

卒業学科別

６．アンケートのまとめと分析結果

金沢大学
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資料３－４ 平成20年度教員に対するアンケート結果

※集計・分析結果については，下記URLを参照
（出典：金沢大学ホームページ：http://www.rche-kanazawa-u.jp/resources/）

金沢大学
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資料４－１ 創薬科学専攻修了までのスケジュール表

資料５ 創薬科学専攻修了までのスケジュール表

初年次での教育内容

初年次から２年次での教育内容

修士論文作成に向けた研究活動の実施

学位論文作成に向けた研究活動の実施

（出典：金沢大学大学院医学系研究科創薬科学専攻設置報告書）

前期課程

創薬科学基礎

（本専攻在籍中及び修了後のキャリアパスの明示）

専門講義科目

アドバンスな専門知識の付与

創薬化学特論

創薬生物学特論

創薬薬物動態学特論

創薬科学英語

（学士課程で得た知識の整理指導）

基礎 発展 創薬科学演習

創薬科学課題研究

修士論文提出 主任指導教員及び及び複数教員による査読

主任指導教員の指導

口頭発表の評点考慮

単位認定

専門講義科目を受講

（より高度な知識を身につける）

外部教員を含めた委員会にて審査

公開口頭発表会

博士認定

学位論文提出

（国際学術雑誌への論文公表条件）

後期課程

口頭発表会

金沢大学
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資料４－２ 金沢大学大学院改組案

回数 開催日 主な審議事項

第１回 21． 9．29
・大学院改組に関する基本方針について
・改組日程スケジュールについて 等

第２回 21．10．30
・人間社会環境研究科改組の概要について
・自然科学研究科改組の概要について 等

第３回 21．11．30
・人間社会環境研究科改組の概要について
・自然科学研究科改組の概要について 等

第４回 21．12．21
・人間社会環境研究科改組の概要について
・自然科学研究科改組の概要について 等

第５回 22． 2． 5
・人間社会環境研究科改組の概要について
・自然科学研究科改組の概要について
・大学院改革事業について 等

第６回 22． 2．22
・人間社会環境研究科改組の概要について
・自然科学研究科改組の概要について 等

第７回 22． 3．10 ・アドミッション・ポリシー等作成基準案について 等

（出典：学務課資料を基に作成）

資料４－３ 平成21年度「大学院再編に関する連絡会」開催状況

（出典：学務課資料）

金沢大学
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資料５ 平成21年度法務研究科授業評価アンケート用紙

金沢大学
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資料６－１ 外国人留学生大学院特別選抜「交流促進特別枠」

（出典：金沢大学ホームページ）：http://www.nst.kanazawa-u.ac.jp/admission/IRSQ/IRSQ_LEF_J.pdf）

金沢大学
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資料６－２ ベトナム社会主義共和国教育訓練省ベトナム国際教育開発部と日本国
金沢大学との交流プログラムに関する覚書

① ②

③ ④

金沢大学
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既存の事務所 国名 オフィス設置場所 設置時期

1 釜慶大学校 韓国 釜慶大学校海洋共同研究所内 平成19年１月

2 中国科学院大気物理研究所 中国 中国科学院大気物理研究所内 平成19年４月

3 慶北大学校 韓国 慶北大学校内 平成19年12月

4 北京大学 中国 北京大学考古文博学院内 平成20年２月

5 南京大学 中国 南京大学内 平成20年３月

6 蘇州大学 中国 蘇州大学内 平成20年３月

7 三谷産業 ベトナム 三谷産業ハノイ支部内 平成20年８月

8 石川県上海事務所 中国 平成20年８月

9 上海師範大学 中国 上海師範大学人文与伝播学院内 平成20年10月

10 ロシア科学アカデミー極東支部 ロシア
ロシア科学アカデミー
極東支部太平洋海洋研究所内

平成20年11月

11 浙江工業大学 中国 浙江工業大学内 平成21年４月

12 天津市生物医学研究所 中国 天津市生物医学研究所内 平成21年４月

13 バンドン工科大学 インドネシア バンドン工科大学内 平成21年４月

14 北京師範大学 中国 北京師範大学内 平成21年８月

15 北陸銀行上海駐在員事務所 中国 北陸銀行上海駐在員事務所内 平成21年９月

16 モンクット王工科大学トンブリ校 タイ モンクット王工科大学内 平成22年２月

17 ケニア中央医学研究所 ケニア
ケニア中央医学研究所
ゲストハウス内

平成22年３月

18 三谷産業 ベトナム 三谷産業ホーチミン支部内 平成22年４月

平成20年度/21年度設置事務所 国名 オフィス設置場所 設置時期

ハノイ医科大学
（ハノイ医薬保健学域連絡事務所）

今後設置予定 国名 オフィス設置場所 設置時期

19 チェンマイ大学 タイ 今後調整 今後調整

20 カイロ又はアシュート内 エジプト 今後調整 今後調整

21 北陸銀行ニューヨーク駐在員事務所 米国 今後調整 今後調整

22 北陸銀行ロンドン駐在員事務所 英国 今後調整 今後調整

資料６－３ 金沢大学海外事務所等一覧

1 ベトナム ハノイ医科大学内

②設置済（研究拠点）

③設置予定

①設置済

（出典：学務課資料を基に作成）

平成22年２月

金沢大学
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数物科学専攻 56 (56) 87 (69) 83 (67) 77 (65) 69 (48) 123.2 (85.7)

電子情報工学専攻 67 (67) 107 (106) 103 (101) 98 (95) 90 (91) 134.3 (135.8)

機能機械科学専攻 51 (51) 75 (73) 68 (70) 62 (69) 59 (64) 115.6 (125.4)

人間・機械科学専攻 40 (40) 75 (54) 67 (53) 62 (50) 59 (50) 147.5 (125.0)

物質化学専攻 26 (26) 49 (45) 47 (43) 37 (39) 37 (36) 142.3 (138.4)

物質工学専攻 53 (53) 79 (84) 76 (80) 74 (77) 70 (70) 132.0 (132.0)

地球環境学専攻 19 (19) 25 (16) 25 (16) 24 (16) 23 (15) 121.0 (78.9)

社会基盤工学専攻 48 (48) 81 (56) 64 (46) 63 (46) 47 (34) 97.9 (70.8)

生物科学専攻 17 (17) 32 (20) 28 (19) 24 (15) 19 (14) 111.7 (82.3)

生命薬学専攻

医療薬学専攻

計 377 (441) 610 (621) 561 (592) 521 (554) 473 (496) 125.4 (112.4)

※（）書きは前年度実績

学士課程

大学院（前期・修士）

大学院（後期・博士）

大学院 計

研究生・その他

合計

資料６－５ 平成21，22年度留学生数

（出典：入試課データを基に作成）

(74) - (115.6)- -

専攻

(97)(64) (82)- - -(98)

平成22年度

15

定員超過率(%)募集人員 入学者数志願者数 合格者数受験者数

入学者 在籍者

345

平成21年度

（出典：学務課データを基に作成）

57

142

268

126

96

219

平成22年度

資料６－４ 平成22年度自然科学研究科博士前期課程入学者数等

区分

491

166

77

31

57

91

116

207

（在籍者は５月１日現在）

28

97

60 108

平成21年度

9

44

16

81

金沢大学
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資料７－１ 学域共通科目（例：人間社会学域）

資料７－２ 学類共通科目（例：人文学類）

（出典：シラバス）

（出典：大学案内2011）

金沢大学
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組織 配置理由 数

実務家教員 4

三学域移行対応 4

学校教育充実 1

実務家教員 2

医学教育充実 2

がん研究所 活性化 2

附属病院 活性化 1

フロンティアサイエンス機構 特任教員 3

産業医 1

カウンセリング 1

イノベーション創成センター 知的財産 1

資料８－１ 平成21年度学長裁量人員配置状況

資料８－２ 専任教員と準専任教員について

（出典：学域再編準備事務室資料）

（出典：人事課データを基に作成）

人文社会研究域

医薬保健研究域

保健管理センター

人間社会研究域

５系

理工研究域

６系

医薬保健研究域

３系

人間社会学域
人文学類

法学類

経済学類

学校教育学類

地域創造学類

国際学類

理工学域
数物科学類

物質化学類

機械工学類

電子情報学類
環境デザイン学類

自然システム学類

医薬保健学域
医学類（６年制）

薬学類（６年制）

創薬科学類

保健学類

研究所，

センター等

対応する学域の１つの
学類の専任教員となる。

対応する学域の１つの
学類の専任教員となる。

対応する学域の１つの
学類の専任教員となる。

＝ 準専任

・準専任教員とは，専任教員に準じて当該学類の教育を担当する教員をいう。
・すべての教員は１つの学類の準専任教員となることができる。

金沢大学

15



（参考）平成21年度開講「現代日本の文化と社会」担当教員所属

（出典：シラバス）

森 雅秀
神谷 浩夫

資料８－３ 複数の系の教員の連携による学域共通科目
（例：人間社会学域平成21年度開講「現代日本の文化と社会」）

担当教員 所 属
轟 亮
鏡味 治也

能川 泰治
小林 信介

人間科学系
人間科学系
人間科学系
人間科学系
歴史言語文化学系
経済学経営学系

金沢大学
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資料９－１ 統合認証システムについて

資料９－２ 全学ポータルの機能イメージ図

（出典：総合メディア基盤センター資料）

金沢大学
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学士課程学生

大学院生

合計

区分 4月 5月 6月 7月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男性 1 2 1 2 1 0 0 1 0 0 8

女性 3 3 3 1 1 1 0 0 0 0 12

メール相談 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

計 4 5 4 3 3 1 0 1 0 0 21

（出典：学生支援室データを基に作成）

（出典：教職員必携 学生サポートガイドブック2009）

1

28

資料１０－１ 平成21年度ピア・サポーター体制

1

8

14

14

2 4

4

（参考）平成21年度ピア・サポーター相談件数

合計

7 27

５期生

20.４月～

資料１０－２ 「学生サポートガイドブック」編集体制

学生区分
３期生

18.４月～

４期生

19.４月～

６期生

21.４月～

2

金沢大学
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資料１１－１ コミュニケーション・プレイス写真等

大学会館（GPカフェ）

総合教育棟１号館

資料１１－２ ラーニング・コモンズ写真等

ライブラリー・カフェ（ほん和カフェ） コラボスタジオ

（出典：金沢大学ホームページ：http://hsc.ad.kanazawa-u.ac.jp/sgp/communication-
place/communication-

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/kulic/index.html）

金沢大学
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資料１２－１ 金沢大学学生の表彰に関する申合せ

（目 的）

（表 彰）

２ 表彰は，次のとおり行うものとする。

(1) 表彰は，学長が行う。

(2) 表彰は，表彰状を授与するものとし，併せて記念品を贈呈することができる。

(4) 表彰は，学位記・修了証書授与式又はその都度行うものとする。

（表彰基準）

３ 学生の表彰の基準は，次の各号の一に該当するものとする。

(1) 本学における学業・卒業論文等の成果が優れていると認められる者

（ア） 社会奉仕活動など顕著な活動が認められる者

（イ） 人命救助

(4) その他，前２号と同等又はそれ以上の表彰に価する行為等があったと認められる者

（事 務）

４ 学生の表彰に関する事務は，学生部学務課において行う。

資料１２－２ 平成21年度表彰一覧（21.10.31（土）ホームカミングディにおいて表彰）

表彰基準

３（2）

３（2）

３（2）

３（2）

３（2）

３（2）

３（2）

３（2）

１ この申合せは，金沢大学（以下「本学」という。）の学生を表彰する場合の必要な事項を定め
ることを目的とする。

(3) 表彰の推薦は，学域等から当該教育研究会議の議に基づき，表彰する学生の氏名，表彰す
る理由及び関係書類を教育企画会議（以下「本会議」という。）に提出し，本会議の審議を
経た上で，学長に行うものとする。

また，複数の学域等及び全学に関わる事項並びに課外活動等に関わる事項については，顧
問教員等本学の教員から，別紙推薦状を本会議に提出し，本会議の審議を経た上で，学長に
行うものとする。

(2) 全国的又はそれ以上の規模で開催される競技会又はコンクール等で優れた評価を得る等，
本学の課外活動の振興に顕著な功績があったと認められる個人又は団体

(3) 社会活動において優れた評価を受け，かつ，本学の名誉を著しく高めたと認められる個人
又は団体

受賞者

フォーミュラ研究会

経済学部４年生

教育学部４年生

教育学部４年生

教育学部３年生

教育学部４年生

ヨット

陸上（競歩）

陸上（やり投げ）

弓道

競技名

テニス

ヨット

テニス

（出典：学務課データを基に作成）

薬学部 ４年生

工学部 ３年生

金沢大学
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資料１３－１ 金沢大学アカンサス・スカラシップ規程（抜粋）

(給付対象者)

(給付対象者の選考方法)

資料１３－２ 金沢大学授業料免除等選考基準細則（抜粋）

資料１３－３ 平成21年度授業料免除実施状況

申請者 基準適格者 免除者数 全学免除 半額免除
一般学生 1,289人 1,090人 1,090人 42人 1,048人
留学生 108人 105人 105人 0人 105人
合計 1,397人 1,195人 1,195人 42人 1,153人

一般学生 1,326人 1,133人 1,104人 40人 1,064人
留学生 107人 94人 94人 0人 94人
合計 1,433人 1,227人 1,198人 40人 1,158人

資料１３－４ 金沢大学外国人留学生規程に関する申合せ

この申合せは，各年度末に見直すものとする。

（出典：学生支援室データを基に作成）

第3条 アカンサス・スカラシップの給付対象者は，平成20年4月1日以降に本学の学域に入学(再入
学，転入学及び編入学を含む。)し在籍する学生のうち，学業成績が特に優れていると認められる
者とする。

2 アカンサス・スカラシップの給付対象者数は，別表に掲げるとおりとする。
(給付額等)

第4条 アカンサス・スカラシップの給付額は学則第71条で定める授業料と同額とする。

第5条 各学類において，GPAを基本に学業成績を審査のうえ候補者を選考し，教育担当副学長が，
各学類での選考結果に基づきアカンサス・スカラシップ給付対象者を決定する。

３．免除の判定について

授業料免除及び入学料免除を受ける者は，前記１．及び２．に定める家計基準及び学力基準の
いずれにも該当している者の中から選考する｡

 徴収する  30人

（３）上記（１）の①及び②に掲げる不徴収については，研究科長からの推薦に基づき，国際
交流本部会議の議を経て，教育企画会議（留学生部会）において審議し，学長が決定する。

４ その他

①全額不徴収 50人（指定校，成績等を考慮）
②半額不徴収 50人（指定校，成績等を考慮）
③徴収する 25人

（２）科目等履修生・特別聴講学生（セメスタープログラム）

２ 検定料及び入学料について
不徴収とする。

３ 授業料について

（１）大学院学生（修士課程，博士前期課程，博士後期課程，博士課程），研究生・特別研究
学生

後期

第9条 第4項に定める「必要な事項」について，以下のとおり申し合せる。
１ 学長が特に認めた留学生について

外国人留学生大学院特別選抜「交流促進特別枠」により選抜された留学生をいう。

区分

  ただし，「金沢大学授業料免除及び徴収猶予規程」第6条第2項及び「金沢大学入学料免除及び
徴収猶予規程」第2条第2項及び第3条に定める特別な事情によるものについては，前記１に定める
家計基準に該当している者の中から選考する｡

また，全額免除又は半額免除の決定については，基準該当者には半額免除を許可することを原
則とするが，その結果，該当期における免除実施可能額に余りが生じた場合は，その範囲内で家
計困窮度の高い者に対して全額免除を許可する。

前期

金沢大学
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資料１４ 大学会館内バリアフリー設備整備写真

２階湯沸かし・倉庫
〔着工前〕

１階サービスヤード：両開
き扉 〔着工前〕

２階ＥＶホール
〔完成、平成21年度〕

１階サービスヤード：自動ドア
〔完成、平成21年度〕

１階売店
〔着工前〕

２階管理事務室前廊下
〔完成、平成20年度〕

２階食堂
〔着工前〕

２階食堂
〔完成、平成20年度〕

２階管理事務室前廊下
〔着工前〕

１階売店
〔完成、平成20年度〕

金沢大学
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開催日

教育企画会議就職支援部会では，現在の経済状況等を背景に，大学として，また個々の教職員
が学生の就職活動をどのように支援していくべきか，学内外からの情報をもとに，継続的に議論
の場を設けている。シリーズとしての第４回は，長くキャリアコンサルタントとして活躍されて
こられた篠原功治氏に，インターンシップが学生にとって，企業等にとって，どのような意味を
持っているのかについて，その最新事情を講師にレクチャーしていただく。その後，参加者との
意見交換により，インターンシップを希望する学生たちをどのように支援すべきか，認識を深め
たい。教職員および，学生，院生の参加を広く求めたい。

資料１５-１ 平成21年度就職支援に係る共同学習会開催状況

21.5.8

21.6.10

21.9.29

タイトル・内容
自宅待機を読み解く～企業人事の立場からの視点 －就職支援力を高めるために３－
発表者：山本 均 （就職支援室長）

教育企画会議就職支援部会では，現在の経済状況等を背景に，大学として，また個々の教職員
が学生の就職活動をどのように支援していくべきか，学内外からの情報をもとに，継続的に議論
の場を設けることとした。シリーズとしての第３回は，本年４月１日に着任された山本就職支援
室長に，新入社員自宅待機から見えてくる企業の新卒採用戦略について，企業人事畑を長く歩ん
でこられたご経験に基づき分析していただく。

インターンシップの意義 －就職支援力を高めるために４－
発表者：篠原 功治 （キャリアコンサルタント ）

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.rche-kanazawa-u.jp/event/k09.php）

大企業，首都圏企業の就職状況 －就職支援力を高めるために５－
発表者： 寺澤康介 （ 採用プロドットコム株式会社代表取締役 ）

教育企画会議就職支援部会では，現在の経済状況等を背景に，大学として，また個々の教職員
が学生の就職活動をどのように支援していくべきか，学内外からの情報をもとに，継続的に議論
の場を設けている。シリーズとしての第５回は，多くの企業の採用担当者が登録・活用している
専門サイト「採用プロ.com」の寺澤氏に，主要企業の採用戦略のポイントについてご講演いただ
く。おりしも，学生たちの首都圏での就職活動のサポートポイントとしての役割も担った，本学
の新しい東京事務所が，今夏，日本橋にオープンした。首都圏を中心とした大企業に就職を希望
する学生たちをどのように支援すべきか，認識を深めるため，広く，教職員・学生・院生の参加
を求めたい。

就職支援室の主な業務

・就職ガイダンス，官庁説明会等開催（年間約５０回）
・業界・企業研究会開催（年２回 延べ６日間）
・学生就職相談 ・エントリーシート添削 ・面接練習
・進路状況調査 ・統計・調査 ・ホームページ運営
・求人情報受付 ・企業対応 ・就職情報交換会出席
・インターンシップ（募集・派遣）
・「大学・社会生活論」（初年次キャリア教育）
・就職支援部会，キャリア形成支援委員会所掌
・就職支援室ニュース発行

室長

就職指導係

学務課長

キャリアコンサルタント

就職支援部会

副室長

副課長（学生支援担当）

週２回４hs.

・学生の就職率向上のための施策実施
・学内教職員に対するキャリア教育の涵養
・企業等に対する渉外活動・就職先の開拓
・民間企業の雇用情勢に対応した就職支援
・初年次からのキャリア教育支援
・学生の職業教育・就活支援
・就職支援担当者へのスキル向上指導・

ノウハウ提供

・就職支援関係の情報収集及び提供
・学生の相談対応
・就職関係統計資料作成
･求人情報の学内公開
・就職ガイダンスの企画・実施
・その他就職支援関係事務全般

・学生相談対応
・職員との連携

キャリア形成支援委員会

学生部長

教育企画会議

（出典：就職支援室資料）

資料１５－２ 就職支援室組織図

金沢大学
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資料１６－１ 社会人基礎力アンケート

○自己分析画面

（出典：金沢大学ホームページ（学内専用）：
https://acanthus.cis.kanazawa-u.ac.jp/Portal/u017/u017.s_com.resultReply.php）

金沢大学
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H20 Ｈ21
業界・ 業界・企業研究会 北陸地区・全国地区企業 480 1,400

企業研究会 業界・企業研究会 北陸地区・全国地区企業 1,200 1,200
就職支援バスツアー 日本たばこ外各省庁等 － 33
北國銀行１ｄａｙインターンシップ 北國銀行 － 15
北陸銀行１ｄａｙインターンシップ 北陸銀行 － 15
就活キャンパスin金沢大学 ※ 北陸地区各企業 － 31
社会人基礎力活用セミナー 経済産業省ほか － 50

インターン インターンシップガイダンス エン・ジャパン㈱ 89 250
シップ インターンシップマナー講座 ㈱毎日コミュニケーションズ 109 200

進路ガイダンス 山本均就職支援室長 － 250
就職リスタート相談会 ※ キャリアカウンセラー・就職支援室長 － 22
理系向け進路ガイダンス ㈱リクルート － 50
仕事研究ー自分に合った職種とはー エン・ジャパン㈱ 53 －
夏休み直前対策就職ガイダンス エン・ジャパン㈱ 70 70
就職活動に向けての心得（文系対象） エン・ジャパン㈱ 59 －
就職活動に向けての心得（理系対象） エン・ジャパン㈱ 136 －
就職活動に心構えと心得（文系対象） エン・ジャパン㈱ 138 －
就職活動に心構えと心得（理系対象） エン・ジャパン㈱ 175 －
第２回進路ガイダンス 山本均就職支援室長 － 150
学内説明会（旭化成株式会社）※ 旭化成株式会社 － 8

  就職活動の進め方（全国企業編） アイバック 138 300
就職活動   就職活動の進め方（地方企業・Ｕターン編） アイバック － 250

全般 自己分析 山本室長 － 250
業界・企業研究ガイダンス ㈱ディスコ － 200
一般常識テスト ㈱ディスコ － 220
自己ＰＲ＆志望動機 山本室長 － 200
会社説明会の回り方 ㈱リクルート 135 135
１・２年生向け就職対策講座 エン・ジャパン㈱ 21 －
エントリーシート講座Ⅰ (有)ライターハウス － 200
振り返りガイダンス アイバック － 100
仕事と家庭の両立のための会社の選び方 石川労働局 － 50
面接対策ガイダンス 山本室長 － 200
エントリーシート講座Ⅱ (有)ライターハウス － 200
女子のためのメイクアップ＆身だしなみ講座 資生堂販売 － 100
面接・集団討論練習会 キャリアカウンセラー・就職支援室長 － 80
保健学科就職ガイダンス ※ ㈱文化放送キャリアパートナーズ 45 110
マスコミ業界就職ガイダンス ㈱毎日コミュニケーションズ 23 80
公認会計士制度説明会 公認会計士・監査審査会 － 60
製薬系就職ガイダンス ㈱毎日コミュニケーションズ 61 55
業界研究ガイダンス－金融業界編－ ㈱三井住友銀行 70 100
業界研究ガイダンス－損保業界編－  日本損害保険協会 － 50

業界・ 業界研究ガイダンス－食品業界編－ 山崎製パン － 80
企業研究 業界研究ガイダンス－電子部品業界編－ 村田グループ － 100

業界研究ガイダンス－製造業界編－ 村田グループ 110 －
業界研究ガイダンス－理工系編－ 村田グループ 200 －
業界研究ガイダンス－マーケティング編－ 村田グループ 50 －
業界研究ガイダンス－IT業界編－ 村田グループ 35 －
公認会計士ガイダンス 日本公認会計士協会北陸会 － 10
業界研究ガイダンス－電機業界編－ 三菱電機 － 80
航空業界就職対策セミナー 金沢ビジネスエアアカデミー 10 10
コミュニケーションフォーラム 金沢ビジネスエアアカデミー 60 －
職務適性テスト 135 －
自己分析 山本室長 180 －
一般常識テスト ㈱ディスコ 220 －

就職活動 自己ＰＲ＆志望動機 山本室長 200 －
対策講座 エントリーシート講座Ⅰ (有)ライターハウス 230 －

面接対策ガイダンス 山本室長 250 －
エントリーシート講座Ⅱ (有)ライターハウス 190 －
エントリーシート対策ガイダンス (有)ライターハウス 150 －
面接・集団討論練習会 キャリアカウンセラー・就職支援室長 90 －
公務員 面接・集団討論練習会１ ※ キャリアカウンセラー － 55
公務員 面接・集団討論練習会２ ※ キャリアカウンセラー 90 96
公務員志望者のための就職対策講座 キャリアカウンセラー 170 150
公務員ガイダンス 国家公務員 人事院中部事務局 125 120
公務員ガイダンス 金沢市役所  金沢市役所 85 180
公務員ガイダンス 富山県 富山県 38 50
公務員ガイダンス 福井県 福井県 31 50
公務員ガイダンス 労働基準監督官 石川労働局 － 50
公務員ガイダンス 石川県 石川県人事委員会・石川県警察 125 200
公務員ガイダンス 国税査察官 国税庁・金沢国税局ほか － 100
官庁説明会 裁判所事務官 金沢裁判所 － 120
教員就職ガイダンス 模擬面接・模擬授業 ※ 村井加代子氏他 65 169
教員就職ガイダンス 受験申込書の申し込み，添削等 村井加代子氏他 22 －
教員就職ガイダンス 受験申込書の申し込み，添削等 村井加代子氏他 30 －
教員就職ガイダンス 講演  ※ 時事通信社 － 150
教員就職ガイダンス 試験対策 時事通信社 91 100
教員就職ガイダンス 石川県 石川県教育委員会 63 125

Ｕターン 福井県Ｕターン就職ガイダンス 福井県・福井県経営者協会 － 60
留学生対象就職ガイダンスⅠ ㈱ディスコ 17 20
留学生対象就職ガイダンスⅡ ㈱ディスコ 6 －

官公庁説明会 H20年度16回 H21年度11回実施 701 378
6,771 9,137

※は，４年生及び修士２年生対象に企画したもの

講師等

イベント

ガイダンス等概要 参加者

公務員

教員

留学生

区分

資料１６－２ 平成20，21年度就職ガイダンス等実施一覧

参加者合計

金沢大学
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資料１７ バンドン工科大学との二重学位プログラム実施に関する覚書
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資料１８－１ 金沢大学学生・留学生宿舎整備計画の基本方針

資料１８－２ 金沢大学学生・留学生宿舎整備事業の公告

（出典：施設企画課資料）

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/index.htm）

金沢大学
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日本企業
文化の理解

知的財産保護や機密保持契約

産学連携の質的向上

地
域
企
業
の
特
色
理
解
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

専門基礎学力・日本語コミュニケーション能力の育成

機械・メカトロ系／
IT・電子系／創薬・分析系などの

ビジネス日本語と
ビジネス基礎論

スキル修得

メカトロ・IT・創薬等の
専門技術力の養成

日本文化の理解と
いしかわ金沢学

北陸地域のコンソーシアム参加企業 金沢大学

アジア諸国からの優秀な留学生

企業で活躍する
アジア人財の育成

人材確保

企業の利益

共通の利益

大学の役割

学生の利益 学生の利益

新製品の試作と
技術開発

 問題解決能力・
企業ビジネス
スキルの修得

課題設定能力
の訓練

創造力・総合力
のアップ

基礎知識の付与

ビジネス
日本語力の養成

実践教育プログラムの開発・改善

専門教育は金沢大学が実施。ビジネス日本語は石川県国際交流協会,企業実践教育は石川県産業創出支援機構と地元企業が支援を行う

高度専門(技術・ビジネス)留学生特別コースカリキュラム

   
前  
編 　
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学

生
支
援
事
業
。就
職
ま
で
を
視
野
に

入
れ
、ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
を〝
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
精
通
し
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
〞に
育
成
し
ま
す
。修
了
者
は
将

来
、日
本
企
業
ま
た
は
ア
ジ
ア
諸
国

で
事
業
展
開
す
る
日
系
企
業
に
就
職

し
、両
者
の
架
け
橋
と
な
っ
て
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の「
人
財
育
成
」に
向
け
て
、本

学
は
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の

博
士
前
期
課
程
に「
高
度
専
門（
技

術
・
ビ
ジ
ネ
ス
）留
学
生
特
別
コ
ー

ス
」を
設
置
。石
川
県
産
業
創
出
支

援
機
構
や
石
川
県
国
際
交
流
協
会

と
も
連
携
し
、も
の
づ
く
り
の
た
め

の
専
門
教
育
、日
本
語
・
日
本
ビ
ジ

ネ
ス
教
育
、そ
し
て
企
業
で
の
実
践

教
育（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
）を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
産
業
界
と
連
携
し
た「
人
財
育
成
」

専門個別科目（10単位以上選択修得）

■ 機械・メカトロ系
　機能機械科学専攻
　人間・機械科学専攻
■ ＩＴ・電子系
　電子情報工学専攻
■ 創薬・分析系
　生命薬学専攻
■ 物質工学系
　物質工学専攻
■ 社会基盤系
　社会基盤工学専攻
■ 地球環境系
　地球環境学専攻

課題研究（８単位必修）
・修士論文の作成

■ 総合日本語
　２科目４単位必修
■ ビジネス日本語
　２科目４単位必修
■ 日本文化（いしかわ金沢学）
　１科目２単位必修

　

■ ビジネス基礎論
　１科目２単位必修
■ ＭＯＴ（技術経営）教育
　２科目４単位必修
　・技術マネージメント基礎論
　・ニュービジネス創造論
　・地域ビジネス論
■ 企業ビジネス研修
　１科目２単位必修
　・インターンシップ（ビジネス系）

専門教育 日本語・日本ビジネス教育

（６単位必修）

■ 地域企業概論
　１科目２単位必修
　・企業の特色と優位性のある
      技術の理解
■ 地域企業研究
　１科目２単位必修
　・インターンシップ事前教育
■ 企業技術研修
　１科目２単位必修
　・インターンシップ（技術系）

企業実践教育

金沢大学における教育 産学連携による教育

（必修を含む１８単位以上選択修得）

金沢大学

28

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
タイプライターテキスト

koho
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（出典：大学広報誌「アカンサス」No.13），金沢大学ホームページ：http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/bitstream/2297/18836/1/Acanthus13.pdf
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タイプライターテキスト
資料１９　アジア人材育成プロジェクト
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資料２０ がん研究所の改組案

（出典：宝町地区事務部薬学・がん研究所事務室資料）

金沢大学がん研究所の改組案

がん分子細胞
制御研究部門

がん病態制御
研究部門

がん幹細胞
研究センター

分子標的がん医療
研究開発センター

３研究分野

３研究分野

３研究分野

５研究分野

現 状 (１４分野）

がん微小環境研究
プログラム

がん幹細胞研究
プログラム

がん分子標的探索
プログラム

がん分子標的医療
開発プログラム

３研究分野

４研究分野

４研究分野

１研究分野

改組案（１２分野）

・遺伝子・染色体構築研究分野
・腫瘍遺伝学研究分野
・腫瘍分子生物学研究分野

・細胞機能統御研究分野
・分子生体応答研究分野
・免疫炎症制御研究分野
・腫瘍動態制御研究分野

・ゲノム分子病態研究分野
・シグナル伝達研究分野
・腫瘍制御研究分野
・機能ゲノミクス研究分野

・腫瘍内科研究分野
（病院内診療科：
がん高度先進治療センター）

金沢大学
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資料２１－１ 金沢大学における特任教員制度概要

資料２１－２ フロティアサイエンス機構における特任教員の外部資金獲得状況一覧

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

科学研究費補助金 1 1,360 4 9,077 7 32,499 12 42,936
その他の外部資金 1 4,940 11 37,920 7 70,457 19 113,317

2 6,300 15 46,997 14 102,956 31 156,253
科学研究費補助金 0 3 6,440 3 5,070 6 11,510
その他の外部資金 0 3 4,000 7 12,700 10 16,700

0 0 6 10,440 10 17,770 16 28,210

2 6,300 21 57,437 24 120,726 47 184,463

資料２１－３ フロティアサイエンス機構における特任教員の受賞状況一覧
受賞年月

特任准教授 平成20年 ３月
特任助教 平成20年10月

特任准教授 平成20年12月
特任准教授 平成21年 ９月

職名 区分

受賞名 表彰団体

合計

合計H19 H20 H21

特任准教授
（５人）

（出典：学術国際課データを基に作成）

（出典：学術国際課データを基に作成）

平成20年度日本鉱物科学会論文賞

未踏科学技術協会
日本肝臓学会
日本生物物理学会
日本鉱物科学会

平成19年度 高木賞
第10回AJINOMOTO Award 最優秀研究
第４回若手奨励賞

特任助教
（３人）

小計

小計

（出典：フロンティアサイエンス機構ニュースレター vol2）

金沢大学
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資料２２－１ 研究紹介データベース

●検索画面

●個人業績画面

資料２２－２ 金沢大学未来開拓研究公開シンポジウム実施状況

＜平成20年度（第1回）＞
実施日 開催地 参加者数

平成21年1月24日 金沢市 約330人

平成21年1月31日 金沢市 約520人

平成21年2月7日 金沢市 約400人

平成21年2月8日 輪島市 約100人

＜平成21年度（第２回）＞
実施日 開催地 参加者数

平成22年2月6日 東京都 約460人

（出典：金沢大学ホームページ等を基に作成）

「交響する文化学－異文化接触と新文化創出のために－」（人
間社会研究域）

「地球温暖化問題を含めた俯瞰的な環境問題へのアプローチ」
（理工研究域）

「輝ける能登，未来に向けて」（人間社会研究域）

「病気を予防するための食と運動と環境」（医薬保健研究域）

「人と環境の交わりを考える～能登半島，東アジア，そして世
界～」

タイトル

タイトル

（出典：金沢大学ホームページ:http://kurt.kanazawa-u.ac.jp/souran_ku/）

金沢大学
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資料２３－１ がん研究所外部評価実施状況

（出典：がん研究所外部評価報告書2008）

金沢大学
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資料２３－２ 学際科学実験センター外部評価実施状況

（出典：学際科学実験センター外部評価報告書）

金沢大学
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資料２３－３ 大学教育開発・支援センター外部評価実施状況

（出典：大学教育開発・支援センター資料）

金沢大学
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資料２３－４ フロンティアサイエンス機構アドバイザリーボード委員会実施状況

（出典：平成21年度アドバイザリーボード委員会開催案内）

金沢大学
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種目
申請上限額・
研究期間

申請
件数

採択
件数

配分額
(千円)

一般募集 4 4 9,000

戦略支援 5 5 20,000

学際・
複合・
新領域

300万円以内／年
採択の日～平成23年3月31日

6 5 10,000

200万円以内又は100万円以内
採択の日～平成22年3月31日

46 19 20,150

50万円以内
採択の日～平成22年3月31日

43 32 15,750

80万円以内
採択の日～平成22年3月31日

23 14 7,700

60万円以内
採択の日～平成22年3月31日

8 4 2,394

135 83 84,994

区分 配分件数 配分額（千円）

特別教育研究経費 14 165,424

補助金事業 4 24,794

その他 1 5,000

合計 19 195,218

研究と出産・育児等を両立して研究活動を行う女
性研究者の支援

合計

（出典：学術国際課データを基に作成）

（２）科研費採択支援

（３）海外共同研究

（４）女性研究者支援

資料２４－２ 平成２１年度プロジェクト事業支援経費配分一覧

（出典：財務企画課データを基に作成）

資料２４－１ 平成２１年度重点戦略経費配分等一覧

平成20年度から継続

平成20年度から継続

（１）中核的教育研究拠点形成

目的

中核的教育研究拠点形成（特に，学際・複合・新
領域の形成）を目指すこと

大型・中型の科研費採択に近いレベルの研究を
重点的に支援し，翌年度の科研費採択につなげ
ること

若手研究者を対象に，科研費採択に近いレベル
の研究を重点的に支援し，翌年度の科研費採択
につなげること

海外の交流協定校との研究交流を促進するととも
に，新規の交流協定の締結のための研究交流の
支援

金沢大学
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（単位：円）
部 局 名 配 分 額

人間社会学域・研究域 2,188,000
理工学域・研究域 14,870,000
医薬保健学域・研究域 14,145,000
附属病院 2,023,000
がん研究所 3,852,000
保健管理センター 70,000
学際科学実験センター 291,000
総合メディア基盤センター 225,000
留学生センター 50,000
外国語教育研究センター 50,000
大学教育開発・支援センター 39,000
環境保全センター 27,000
環日本海域環境研究センター 651,000
フロンティアサイエンス機構 1,373,000
子どものこころの発達研究センター 86,000
地域連携推進センター 27,000
イノベーション創成センター 33,000

合 計 40,000,000

① 予算配分方針（抜粋）
・ 基盤研究経費

（１）基礎分

（２）重点分

② 基盤研究経費 配分額一覧
（単位：円）

区 分 基 礎 分 重 点 分
理工研究域 81,844,000 30,600,000

数物科学系 14,852,000 4,950,000
物質化学系 12,324,000 2,025,000
機械工学系 17,696,000 4,725,000
電子情報学系 13,588,000 4,500,000
環境デザイン学系 9,796,000 8,100,000
自然システム学系 13,588,000 6,300,000

医薬保健研究域 17,064,000 13,725,000
薬学系 17,064,000 13,725,000

合 計 98,908,000 44,325,000

資料２５－１ 平成２１年度インセンティブ付与事業費部局配分額一覧

資料２５－２ 平成２１年度自然科学研究科予算配分方針等

（出典：財務企画課データを基に作成）

（出典：角間南地区事務部会計課データを基に作成）

基礎分と重点分に分け（７：３の比率）配分単価を算出し，下記の区分により各研究系に配分
する。なお，重点分は自然科学研究科博士後期課程の主任指導教員に対し学生数に応じて配分を
行う。

平成２１年５月１日現在の現員数に基づき，各研究系に均等配分する。ただし，薬学系に
ついては平成２１年度における雇用上限数により配分を行う。

平成２１年５月１日現在の学生現員数に基づき，理工研究域ならびに医薬・保健研究域
（薬学系）に所属する自然科学研究科博士後期課程の主任指導教員へ配分する。

金沢大学
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年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

タイトル数 1,471 2,885 4,919 5,375 5,767 6,619

資料２６－１ 電子ジャーナル整備状況

資料２６－２ 学術情報基盤整備計画について

（出典：情報企画課資料）

（出典：情報企画課データを基に作成）

金沢大学学術情報基盤整備計画について

1．金沢大学学術情報基盤整備計画策定の経緯
法人移行後，部局配分予算(基盤研究費)の削減により，学術雑誌の購読中止が相次いだ。この

ため，冊子体の購読規模維持を前提とするパッケージ型電子ジャーナル(以下EJ)の購読が困難と
なり，本学の研究大学としての学術情報基盤が危機的状況となった。

これに対処するため「EJの整備方策に関する作業部会」を設置し，EJ整備の基本計画として、
学術情報基盤整備計画を取りまとめた。

さらに、第２期中期目標・中期計画期間においても引き続き学術情報基盤を維持するため、平
成21年度に見直しを行ったものである。

2. 整備計画の基本的な考え方
全学的に利用されるEJは「金沢大学特別整備事業費」及び「共通経費化した部局経費」で購読

し，複数年契約(3年間)により安定的に供給する。

3. 整備計画の効果
電子媒体への移行（紙媒体の廃止）と予算の効率的運用を促進し，雑誌購読料の総額を計画当

初程度に抑えながら，購読EJタイトル数を、1,471(H16)から6,619(H21)に増加させた。また，EJ
バックナンバー及び主要な研究用文献データベースを併せて導入し，研究大学として必須の学術
情報基盤を整備した。

4. 第２期中期目標・中期計画期間の整備計画の骨子
第２期中期目標・中期計画期間（平成22年～平成27年）において，学術情報を安定的に提供す

るため、以下の内容を骨子とする新たな学術情報基盤整備計画を平成21年度に策定した。

① 部局経費（基盤研究費）の負担額を平成21年度実績に固定し、受益者負担の軽減を実現する。
② 第２期中期目標・中期計画期間における価格上昇分は、「金沢大学特別整備事業」によって

負担し，学術情報の安定供給を図る。
③ 研究大学として必須のEJ（Nature関連誌等）を追加して導入し，本学の学術情報基盤をさら

に強化する。

金沢大学
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資料２７－１ イノベーション創成センターの概要

（出典：産学連携課資料）

金沢大学
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資料２７－２ 開発研究促進助成金の概要

資料２７－３ パテントセミナー開催案内

（出典：金沢大学ホームページ：
http://www.innov.kanazawa-u.ac.jp/article.php/20080922161951779）

（出典：金沢大学ホームページ：
http://www.innov.kanazawa-u.ac.jp/chizai/article.php/20090520121952915）

金沢大学
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資料２７－４ 発明評価票

資料２８ 「産学官連携戦略展開事業」概要

（出典：大学等産学官連携自立化促進プログラム中間報告書）

金沢大学
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締結日 連携内容

第１回 21.7.22
平成21年度連携プロジェクト
（案）について

第２回 22.1.19
平成21年度連携プロジェクトの

  取組状況について

（出典：総務課データを基に作成）

締結日 連携内容

21.4.23

①教育・文化
②保健医療・福祉
③環境
④産業・科学技術
⑤観光
⑥その他の分野

第１回 21.4.23
・ 包括連携協定について
・ 県と大学の連携事業について

（出典：総務課データを基に作成）

締結日 設置期間

21.4.23 平成21年度～23年度

（出典：金沢大学ホームページ：http://www.well-pro.jp/contz/pages/20100331_0001.shtml）

21.3.27

①まちづくり
②産業の活性化
③教育や人材の育成・交流
④歴史遺産の保存，芸術文化の振興
⑤環境保全
⑥国際交流の推進
⑦健康・福祉・医療の充実
⑧コミュニティ活動の推進
⑨防災対策の充実
⑩その他双方が必要と認める事項

事業内容
①地域の医療ニーズに係る研究
②地域の医療機関の連携に係る研究
③在学中における地域医療の魅力を学ぶ教育に係る研究
④卒業後における地域医療を担うリーダー養成に係る研究
⑤教育指導体制のあり方に係る研究

資料２９－１ 金沢市との連携協定の概要

資料２９－２ 石川県との連携協定の概要

資料２９－３ 石川県からの寄附講座の概要

資料２９－４ 石引よろず保健室における取組み

連携推進会議開催状況

連携推進会議開催状況

（出典：総務課データを基に作成）

金沢大学
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資料３０－１ 地域連携推進センターの概要

（出典：金沢大学ホームページ：http://cr.lib.kanazawa-u.ac.jp/about/about.pdf）
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資料３０－２ 「能登里山マイスター」養成プログラム中間評価結果

金沢大学
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資料３１－１ 平成20，21年度特別展実施状況

（出典：金沢大学ホームページ：http://muse.w3.kanazawa-u.ac.jp/exhibition.html）

資料３１－２ 「キンストレーキ」特別展示関連記事

（出典：金沢大学ホームページ：http://muse.w3.kanazawa-u.ac.jp/kunst.pdf
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開講月
４月
５月 春コース

アシスタント養成プログラム 「伝統文化弟子入り講座」
子ども伝統文化塾

７月 奥能登コース
夏コース

９月
10月 いしかわの地酒学入門（～1月）
11月 秋コース
12月 冬コース
１月
２月 輪島塗コース
３月 いしかわ金沢学シンポジウム 「地域を学ぶ，地域で学ぶ，地域から学ぶ」

留学生 日本人学生

5 3
18 4
12 85
3 2
3 1
2 4

19 30
29 9
1 9
8 22

29 10
31 11
0 38
0 23

16 2
1 8

15 20

実施日 実施日
20日（水）

21日（木）

8日（金）

11日（月）

12日（火） 25日（月）

26日（火）

27日（水） 大学の国際化のために（留学生センター長）

15日（金） 29日（金）

18日（月）

（出典：大学教育開発・支援センターホームページ：
http://www.kanazawa-u.ac.jp/events/09/05/images/0905_pdf.pdf）

タイ人若者の価値観と文化（日研生）

ミニ派遣留学説明会（本学教員職員） 邂逅（金沢大学長）

19日（火）
フィルハーモニー管弦楽団コンサート（フィル
ハーモニー管弦楽団）

28日（木）
地域と国際交流－地域国際交流活動への参加方法－（小
松市国際交流協会事務局長他）

7日（木）
ベトナム・カンボジア スタディツアーの報告
（石川県ユネスコ協会青年部）

14日（木）

ボリビアでの経験（JICA青年海外協力隊OG）

韓国人若者の価値観（本学教員）

ハンガリーの若者の価値観と文化（日研生）

舞踊を通して見たインドの伝統文化（KUSEP生，日
研生）

韓国人大学生（KUSEP生，日研生）

北米文化人類学

タイトル（担当者）

22日（金）

アメリカ人若者の価値観と文化（KUSEP生）

中国人大学生（日研生）

マンドリンクラブの紹介（マンドリンクラブ）

北京師範大学への派遣留学を通した様々な出会い
と発見（本学学生）

タイトル（担当者）

秋学期
10月～

ヨーロッパ生活論
日本の言語と文化
日本文化体験Ⅱ

（出展：いしかわ金沢学文化体験学習プログラム平成21年度報告書を基に作成）

百万石踊り流し

金箔，能楽，邦楽，和菓子・茶道，輪島塗コース開講

いしかわシティカレッジ開講科目「いしかわの地酒学入門」

第58回金沢百万石まつり百万石踊り流し（「いいね金沢賞」受賞）

「祭り町並み食文化 奥能登コース」
「講義，体験，鑑能で学ぶ能楽入門」

「加賀友禅で染める日本の美」

金箔，茶道，加賀友禅，加賀水引コース開講

「輪島塗でめおと箸づくり」

６月
「武道に見る心技体 日本武道入門」

「そば打ち体験」

８月
子ども体験塾

内容コース名

13日（水）

討論会「若者の世界－自由と責任」（本学学生（日本人
学生，留学生））

文化比較（ディスカッションクラス）

資料３２ 平成21年度「いしかわ金沢学」実施内容

資料３３－１ 平成21年度ジョイントクラス開講状況

資料３３－２ 平成21年度「国際交流月間」（５月）実施状況

区分 授業科目名

マスメディアと国際コミュニケーション
セミナー：英語で読む現代日本文学
現代日本の文化と社会
日本人類学

調査実習／留学生との合同言語・文化調査実習Ⅱ

受講者数

（出典：学務課データを基に作成）

比較政治学
日本政治外交論
日本人類学
環境をめぐる言説と文学

武道Ⅰ
調査実習／留学生との合同言語・文化調査実習Ⅰ
日本人の思想と文化

春学期
４月～

金沢大学
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単位：人

大学名 国名 種別
H16
年度

H17
年度

H18
年度

H19
年度

H20
年度

H21
年度

タフツ大学 アメリカ 協定校 5 6 8 8 13 12

レーゲンスブルグ大学 ドイツ 協定校 18 22 14 16 31 16

北京師範大学 中国 協定校 13 6

北京語言大学 中国 協定校 10

ワシントン州立大学 アメリカ 7 9 21

エディンバラ大学 イギリス 3 13 5 2

ネピア大学 イギリス 3 0 0

ハワイ大学 アメリカ 2

モナシュ大学 オーストラリア 1

オルレアン大学 フランス 8 9 7

23 28 28 65 73 71合 計

（出典：学務課データを基に作成）

資料３３－３ 交流協定校等への(夏期)語学研修プログラム参加実績

※語学科目（集中講義等）として開講している研修プログラムの参加実績である。
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47



年度 事業名 人数 国籍
第36回日墨交流計画（国際保健薬学）
研修コース

2 メキシコ

平成20年度日系研修員 1 ブラジル

平成20年度地域別研修「サブサハラア
フリカ地域における学校運営改善」研
修コース

11

ガーナ(2)，エチオピア(2)，
ナイジェリア(1)，マラウイ
(3)，ザンビア(2)，スーダン
(1)

21年度
平成21年度「サブサハラアフリカ地域
における学校運営改善Ⅱ」研修コース

12
ガーナ(2)，エチオピア(2)，
マラウイ(6)，ザンビア(2)

年度 事業名 人数 国籍
タイ・酸性雨の管理戦略と削減手法
（第三国研修）在外技術研修講師（政
策実施と管理戦略・緩和策）

1 タイ

地域別研修「サブ・サハラアフリカ地
域における学校運営改善」フォロー
アップ調査に係る調査団員

1 ザンビア

地域別研修「サブ・サハラアフリカ地
域における学校運営改善」在外補完研
修に係る調査団員

1
マラウイ
ウガンダ

相手国 機関名

韓国 釜山大学校

韓国 釜慶大学校

フランス ポールサバティエ大学

相手国 機関名

ロシア クラスノヤルスク医科大学

ドイツ レーゲンスブルグ大学ほか

タイ ソンクラーナカリン大学

相手国 機関名
中国
韓国

中国科学院大気物理研究所
釜慶大学校

21.4.1～
23.3.31

研究期間

20.4.1～
23.3.31

東アジアにおける汚染化学物質の研究と若手育成
の国際拠点網の構築

資料３４－３ 二国間交流事業

東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の挙動と
毒性

大陸起源物質の大気圏を介した海洋への沈着：黄
砂のふるまいに着目して

マントルから地殻への白金族元素の行方：フルイ
ドと含水メルトの役割

格子理論によるグルーオン場のトポロジーと
クォークのカイラル対称性の研究

21.9.8～
21.10.17

派遣期間

21.7.1～
23.6.30

20.7.1～
22.6.30

21.2.4～
21.2.7

21.3.1～
21.3.12

20.10.12～
20.10.25

受入期間
20.5.12～
20.10.31

20.5.16～
20.7.29

20.9.10～
20.10.12

（出典：すべて学術国際課データを基に作成）

研究課題 研究期間

研究課題 研究期間

20.4.1～
22.3.31

20.4.1～
22.3.31

資料３４－４ アジア・アフリカ学術基盤形成事業

18.6.1～
21.5.31

いじめ，虐待と発達障害の生物学的基礎の研究

資料３４－１ 国際協力機構（JICA）から依頼された国際協力事業

天然ゴムスモークシート製造に伴う環境汚染の現
状評価と対策

① 研修員の受入れ

20年度

20年度

研究課題
資料３４－２ 二国間事業共同研究

② 専門家の派遣
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